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場
合

－
一
於
ア

A免
疫
効
果
ガ
麗
L

プ
ザ
Y
事
ヲ
一不
ス
モ
ノ
ナ
リ
、
之
－
一
反
シ
業
抗
原
－
一
－
プ

A「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」

A無
ク
軍
－
一
一
免
疫
元
ノ
ミ
ナ

Y
ヲ
以
，
プ
用

最
ノ
増
大
ト
共
ュ
見
疫
効
果
モ
亦
従
ツ
ア
盆
々
大
ト
ナ
リ
シ
ナ
リ
（
第
二
十
五
闘
ニ
ア
曲
線

I
Eノ
走
行
ヲ
考
査
比
較
セ
ヨ
）
。

（
三
）
生
抗
原
ニ
ア

A
7
0托
以
上
ノ
用
量
ニ
－
ア

A
五・

O
耗
一
一
至
Y
迄
見
疫
効
果

A
却
ア

7
0耗
ノ
場
合
ヨ
リ
毛
一漸
衣
ニ
小
ト
ナ

y
タリノ

長
抗
原
－
一
ア
A

一・

O
及
ピ
二
・

O
括
A

殆
ン
ド
同
一
程
度
ノ
効
果
ヲ
一
不
ジ
三
・

O
路
用
量
ニ
－
プ
却
－
プ
二
・

O
托
ヨ

y
モ
小
ト
ナ
リ
四
・

o、五・
o

ト
ナ

Y

－
一
及
ピ
，
プ
A

夏
一
一
漸
ヲ
迫
ヒ
ア
小
ト
ナ

y
タ
リ
。
日
疋
郎
チ
免
疫
事
上
ノ
一
般
原
則
ニ
ジ
ア
『
抗
原
用
量
過
大
ト
ナ

Y
時
A

葉
ノ
貫
際
兎

疫
ノ
効
果
A

漸
次
小
ト
ナ
Y

モ
ノ
タ

Y

コ
ト
』
ガ
立
読
セ
ラ
レ
タ
Y
・
次
第
ナ
ソ
。
此
際
生
抗
原
－
一
ア
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ノ
混
在
ア

Y
ア
以
ア
此

ノ
減
弱
ノ
程
度
一見
－
一
大
ト
ナ
リ
タ

Y

モ
ノ
ナ

y
。

（
四
）
免
疫
効
果
ノ
絶
割
量
三
ニ
者
中
最
小
ナ
レ
ド
モ
肉
汁
ニ
－
7
A
用
量
ガ

0
・
五
ヨ
リ

一
・
O
、
二
・
O
ト
次
第
ニ
増
大
ス

Y

ニ
従
ア
効
果
モ

亦
タ
大
ト
ナ

y
二・

O
ヨ
リ
三
・

O
ノ
増
加
ニ
ア
A

効
果
ゾ
増
大
顕
著
－
一
A

非
ズ
シ
－
Y
四・

O
－
一
ア
最
大
ト
ナ
？
五
・

O
ノ
用
量
ト
ナ

Y

－一
及
ピ

明
白
ニ
小
ト
ナ
リ
ア
丁
度

0
・
五
ノ
際
一
一
於
ヶ

Y
ト
同
一
ノ
勤
果
ヲ
一不
ス
ニ
遁
ギ
ザ
Y

－て
芦
レ

リ
（
第
二
十
五
闘
曲
線
亜
盛
照
）
。

、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

（
五
）
抗
原
使
用
量
ノ
増
大
ト
並
行
二
効
果
モ
亦
タ
増
大
ジ
漸
究
減
弱
シ
行
ク
迄
ノ
全
経
過
－
一
於
－
プ
生
抗
原
ヲ
以
ア
ノ
効
果
A

一
回
ダ
モ
業
抗

、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
．
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

原
ヲ
以
－
プ
ノ
ソ
レ
ヲ
凌
駕
シ
得
ザ

y
シ
A

以
－
プ
生
抗
原
ガ
如
何
ナ

Y
場
合
－
一
モ
絶
調
的
－
一
蓑
抗
原
ノ
効
果
以
下
－
一
在
Y

コ
ト
ア
確
質
－
一
立
謹

、
、
、
、
、
、
、
、

シ
得
タ
w
y

モ
ノ
ト
ス
。

へ
六
）
余
等
ノ
賓
験
結
果
A

「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
産
生
ガ
煮
抗
原
存
在
ノ
下
ニ
ア
A

生
抗
原
存
在
ノ
場
合
ヨ
リ
ノ
モ
非
常
－
一
大
ナ

Y

コ
ト
ア
立
設
シ

タ
’
y
f
t
ノ
ナ
リ
、
而
ジ
ア
此
ノ
如
キ
A

「
オ
プ
ソ
ユ
ン
」
－
一
ノ
ミ
限
ラ
ズ
凡
－
ア
ノ
他
ノ
抗
睡
眠
（
凝
集
素
、
殺
蘭
素
．
沈
澱
素
等
）
－
一
向
ツ
ア
屯
共
通

的
ノ
コ
ト
ト
シ
ア
考
プ
ペ
キ
モ
ノ
ナ

y
。
然
レ
ド
モ
此
ノ
如
キ
微
量
ノ
抗
韓
ノ
産
生
及
ピ
差
別
A

凝
集
反
賂
殺
菌
反
臆
、
沈
澱
反
膳
等
ニ
ア



A

立
謹
困
難
ナ
Y

コ
ト
A

周
知
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
此
ノ
目
的
－
一
A

余
等
ノ
検
査
方
法
ガ
最
屯
一
通
常
セ
グ
’
モ
ノ
ナ
Y
事
ア
認
ム
ペ
ジ
。

結

論

（
一
）
微
量
ノ
抗
耀
ノ
産
生
叉
A

抗
鰹
量
ノ
微
量
ノ
獲
化
A

凝
集
反
感
、
殺
菌
反
態
、
補
鰭
結
合
反
慮
、
沈
澱
反
膝
等
ヲ
指
標
ト
潟
ス
モ
立
詮

困
難
ナ
Y

モ
ノ
ナ
ソ
。
然
Y

－
一
余
等
ノ
行
ヒ
タ
Y
ガ
加
キ
検
査
方
法
ア
採
用
シ
其
ノ
抗
鰻
ノ
「
オ
プ
ソ
ニ
ン
」
作
用
ヲ
検
ス

Y
時
A

比
般
的
明

白
ニ
微
量
ノ
抗
韓
ア
立
謹
ジ
得
可
シ
。

（
二
）
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ノ
生
櫨
液
ト
煮
鴻
液
ト
ヲ
同
一
括
宛
比
綾
セ

Y

三
免
疫
賦
輿
能
力
（
郎
チ
抗
韓
産
生
ヲ
惹
起
ス

Y
能
力
）

λ

如
何
ナ

y
使
用
量
一
一
ア
モ
養
抗
原
ノ
方
ガ
大
ナ
リ
ノ
キ
。
使
用
量
ヲ
一
定
度
以
上
ト
ナ
ス
時
A

生
抗
原
ニ
ア
A

養
抗
原
ノ
効
果
ア
凌
駕
ス

Y

コ
ト
能
A

ザ
Y
ノ
ミ
ナ
ヰノ
ズ
却
ア
次
第
－
一
効
果
ノ
減
弱
ァ
来
セ

y
。

（
三
）
業
抗
原
量
過
大
ト
ナ

y
シ
際
ヨ
y
モ
生
抗
原
量
過
大
ト
ナ

y
v
際
ノ
方
ガ
効
果
減
弱
程
度
明
白
－
一
大
ナ

y
。
是
郎
チ
生
抗
原
ノ
場
合

ニ
A

「
イ
ム

ペ
ヂ
ン
」
ノ
阻
止
ノ
作
用
モ
亦
塞
輿
ス

Y
ガ
故
ナ
リ
。

（
四
）
以
上
ノ
場
合
－
一
一
於
－
プ
血
中
線
白
血
球
数
－
一
A

生
・
業
雨
抗
原
ノ
間
ュ
大
差
ヲ
見
出
サ
ノザ

y
キ
。
是
レ
相
互
毒
力
－
一
大
差
無
カ

y
シ
麓
左

ナ
ソ
。（
五
）
黄
色
葡
萄
朕
球
菌
ノ
戚
染
ア
Y
患
者
－
一
割
シ
ア
治
療
的
－
一
同
菌
ノ
「
ワ

ク
チ
ン
」
（
生
免
疫
元
）
ヲ
輿
プ
Y
事
ヨ
リ
ノ
モ
煮
沸
免
疫
元
ヲ
輿

ア
Y

コ
ト
ノ
方
ガ
大
ナ
Y
意
義
ァ
有
ス
。
是
レ
余
等
ノ
賓
験
結
果
－
一
ヨ

y
－
ア
明
白
ニ
立
謹
サ
V

タ
Y
重
要
ナ
Y
事
項
ナ
リ
ノ
ト
ス
。

（
六
）
此
際
生
抗
原
ノ
使
用
量
ノ
範
園
以
上
ニ
業
抗
原
ヲ
使
用
ジ
得
可
ク
且
ッ
其
ノ
効
果
A

如
何
ナ
Y
用
量
－
一
ア
モ
常
－
一
生
抗
原
ヨ
リ
ノ
モ
大

ナ
Y

モ
ノ
ナ
リ
ノ
ト
ス
。

（
七
）
一
定
使
用
量

3
7
0
、
四
・

O
及
ピ
五
・

O
括
）
一
一
ア
A

生
抗
原
モ
中
性
肉
汁
モ
効
果
－
一
於
ア
A

大
差
ナ
カ
リ
キ
。
此
ノ
場
合
－
一
ア
屯
煮

抗
原
ノ
効
果
A

明
白
ニ
此
ノ
雨
者
ヲ
凌
駕
セ

y
。
（
第
二
十
五
園
）

（
八
）
前
項
ノ
所
見
A

下
ノ
事
項
ヲ
明
白
ニ
ジ
得
タ
Y

モ
ノ
ト
ス
。
日
夕
、
「
フ
ク
チ
ン
L

（
生
兎
疫
一

3
7治
療
的
ニ
使
用
ス

Y
事
A

一
定
量

第
六
品
位
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原

著
lo.....j 

震

回

八
九

〈
第
菅
波

八
九
）
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25. und 30. Tag wurde dann mit einer gleichen Menge von dcr Standardaufschwemmung von Staphylokokkcn vermi又 ht
und bei 37°C eine Stunde Jang digeriert，、damitdie Erregcr <lurch Opsonin sensibilisiert werden. 
Darnach wurde je 1,0 ccm der Anfschwemmung der auf die obじn erwii.hnte Weise sensibilisierten Erreger in die 

Halsvene der normalen Mecrschweinchen, wovon 3 immer eine Vcrsuchsgruppe bilden, eingespritzt, um den Gang dcr 

Phagozytose in dc1・Blutzirkulationzu stuclicren. Die Ergebnisse sincl in den Tabellen I und II zusammengestellt. 

Tabelle I Tabelle II 
l'hago1ytatwerte bei den <lurch Die gesammte Leukozytenzahl bei den <lurch 

N. F. bzw. F. K. 201. erzeugten Antis町is. N. F. bzw. F. K. 20’erヌeugtcnAntiseris. 

s
 
c

、．
A
U
E

川

e
e
E
 

σ
s
u比
I
C

H
J
n
C
 

M
M
A
 B.uil10n 

一一。 1452 

0.5 1810 (100) 

I,O 2171 (100) 

2,0 2219 (100) 

3.0 2190 (1co) 

4,0 237リ（1co)

5,0 1810 (100) 

Phagozytatwerte bci 

N. F. I --=・: K 20' 

Z仙川 I2869附
287 5 (I .'2) 3594 ( 166) 

2590 (111) I :;495 (158) 
2295 (105) I 2880 (132) 
2470 (104) I 2674 (112; 
2041 cu3) I 21ss (137) 

Die in Klornrnern angegebenen Zahlcn beclcuten 
l勺ぃ／CU（＼＼じ】lt.

Menge des 
Antigens. 
c c.m. 

(:es~mmt じ Z~hl der Leu＼《ozytenbei 

Rouillon N. F. F. K. 2＇ノ

。 501600 

0,5 52100コ（100) 477400 ( 92) 572000 (uo) 
l,O 489100 (100) 4878co (100) 518500 (106) 
2,0 470500 (rno) 502100 ( 107) 5°55°コ（107)
3,0 481800 (100) 489 500 ( 102) 547500 (114) 
4,0 555700 (100) 497300 ( 89) 558800 (101) 
5,0 55o50つ（100) 466400 ( 8-i.) 57 3600 (10斗）

Ilic in Kl日mmerne ingeschlosstncn ヌ~hlen

gebcn die Prozentwertc an. 

Zusammenfassung. 

－ 

r) Eine minimale Menge des Antiいrpers im Serum, die ¥¥'eelじI 時三lutinatorisch noch pr：＼χipitatυrisch zu 
kon出tatier℃n 11・ar, liess吋ichdrn℃h l'hagoχytose fordernιlじ Eigenschaftdcutlich nachweisen. Die opsoni-;chじ Eigじnsclnft
des Antiserums ist al抑制m Nachweis der minimλiじn Antik6rpermengc im Hlute der I》r:iλipit:ltionund Agglutination 

量産 i~~ 【l!f 紳】 細目 長！ （総~~~告書 ~ 1) 



総代感 ［~柳】 阿国 ~11 （緑郎総 長11)

vorzuzicnen. 

2) Durch die oben en日lmtcMethode konnte nachgc¥¥・ie河口 werden,dass <las Koktoantigじn(F.K.20’） g・-::gen(iber 

cl正J川 ko1 spo凶i亡rじ凶enN白1.tur

3) Ihbci ＼＼守ie呂じnN.F.-Tierc und I‘、.K.-Tiじreg-ar keinen ¥¥・escntlichen Unter~ミchicd in der lじulくozytcnzahlim Elute 

a川 Diesist cin Bじ＼1・ci;;clafiir，山州仁Iiじ Toxizit;孔t¥"On N.F. und F.K.2o' fast diじ gleichcwar (Autoreferat). 


